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平
成

年

月

日
（
木
曜
日
）
、

22

12

2

北
海
道
石
狩
振
興
局
及
び
（
独
）
森

林
総
合
研
究
所
北
海
道
支
所
と
の
３

者
に
よ
る
共
催
で
、
石
狩
森
林
管
理

署
が
管
轄
す
る
札
幌
市
南
区
の
国
有

林
に
お
い
て
「
高
性
能
林
業
機
械
及

び
ク
ロ
ー
ラ
カ
ー
ト
を
使
用
し
た
低

コ
ス
ト
・
高
効
率
作
業
シ
ス
テ
ム
現

地
検
討
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

石
狩
森
林
管
理
署
に
お
い
て
は
、

「
森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン
」
等
を

踏
ま
え
、
林
地
に
優
し
く
、
効
率
的

な
「
低
コ
ス
ト
・
高
効
率
作
業
シ
ス

テ
ム
」
の
普
及
・
定
着
を
推
進
し
て

お
り
、
平
成

年
度
は
生
産
量
約

22

3

万
立
方
メ
ー
ト
ル
の
う
ち
の
約

割
3

に
つ
い
て
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

こ
の
「
低
コ
ス
ト
・
高
効
率
作
業

シ
ス
テ
ム
」
の
普
及
と
技
術
開
発
の

観
点
か
ら
現
地
検
討
会
を
開
催
す
べ

く
、
関
係
機
関
等
に
参
加
を
呼
び
か

け
た
と
こ
ろ
、
管
内
の
行
政
機
関
、

広 報

い し か り
平 成 23 年 1 月 発 行 第 31 号

石 狩 森 林 管 理 署 広 報

「
高
性
能
林
業
機
械
及
び

ク
ロ
ー
ラ
カ
ー
ト
を
使
用
し
た

低
コ
ス
ト
・
高
効
率
作
業

シ
ス
テ
ム
」

現
地
検
討
会
を
開
催

あけましておめでとうございます
今年もよろしくお願いいたします

「森を歩く」

～未来に向かって日本の森を活かそう～

～森林・林業再生元年～

2011年（平成 23年）は、国連が定めた国際森林年（the

International Year of Forests)です。国際森林年は、世
界中の森林の持続可能な経営・保全の重要性に対す
る認識を高めることを目的としています。
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林
業
事
業
体
等
か
ら
約

名
の
参
加

90

が
あ
り
ま
し
た
。

検
討
会
で
は
、
ま
ず
、
石
狩
森
林

管
理
署
長
か
ら
今
回
の
現
地
検
討
会

の
経
緯
等
に
つ
い
て
話
が
あ
り
、
平

成

年
度
に
開
催
し
た
ハ
ー
ベ
ス
タ

20
と
土
そ
り
の
作
業
シ
ス

テ
ム
の
現
地
検
討
会
に

引
き
続
き
、
そ
の
後
改

良
型
と
し
て
土
そ
り
の

そ
り
の
部
分
を
ク
ロ
ー

ラ
型
に
し
た
ク
ロ
ー
ラ

カ
ー
ト
が
開
発
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
そ
れ
を
使

用
し
た
低
コ
ス
ト
作
業

シ
ス
テ
ム
を
一
部
の
間

伐
請
負
事
業
で
実
施
す

クローラカートによる集材作業

る
こ
と
に
し
、
林
業
技
術
の
開
発
・

普
及
に
向
け
、
今
回
の
現
地
検
討
会

を
開
催
し
た
等
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。続
い
て
、
森
林
総
合
研
究
所
北
海

道
支
所

佐
々
木

尚
三

地
域
研
究
監

か
ら
現
在
広
く
積
載
式
集
材
車
両
と

し
て
知
ら
れ
て
い
る
フ
ォ
ワ
ー
ダ
の

課
題
を
克
服
す
る
た
め
、
ク
ロ
ー
ラ

カ
ー
ト
型
集
材
方
法
を
開
発
し
た
経

緯
が
話
さ
れ
、
ク
ロ
ー
ラ
カ
ー
ト
の

構
造
、
積
載
量
、
作
業
シ
ス
テ
ム
、

生
産
性
、
ベ
ー
ス
マ
シ
ン
へ
の
負
荷

の
低
減
、
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。
土
そ
り
に
比
べ

ベ
ー
ス
マ
シ
ン
へ
の
牽
引
不
可
が
か

な
り
小
さ
く
、
表
土
攪
乱
も
少
な
い

な
ど
環
境
に
も
優
し
く
、
先
進
機
械

で
は
な
い
も
の
の
価
格
の
安
い
実
用

的
な
技
術
で
あ
る
こ
と
等
が
特
徴
で

す
。作

業
実
演
で
は
、
ハ
ー
ベ
ス
タ
に

よ
る
伐
倒
・
枝
払
い
・
玉
切
り
の
一

連
作
業
、
グ
ラ
ッ
プ
ル
に
よ
る
ク
ロ

ー
ラ
カ
ー
ト
へ
の
積
込
み
作
業
、
グ

ラ
ッ
プ
ル
で
ク
ロ
ー
ラ
カ
ー
ト
を
け

ん
引
す
る
集
材
の
一
連
作
業
が
行
わ

れ
、
参
加
者
は
真
剣
に
見
学
し
て
い

ま
し
た
。

作
業
実
演
後
、
ク
ロ
ー
ラ
カ
ー
ト

を
製
造
し
た
井
出

幸
四
郎
氏
な
ど
か

ら
能
力
や
特
徴
な
ど
に
つ
い
て
の
補

足
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

質
疑
応
答
で
は
、
参
加
者
か
ら
活

発
な
質
問
が
な
さ
れ
、
本
格
的
な
導 パネルを使って説明

入
に
向
け
理
解
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
北
海
道
森
林
管
理
局

上

野
森
林
整
備
部
長
か
ら
北
海
道
森
林

管
理
局
と
し
て
「
低
コ
ス
ト
・
高
効

率
作
業
シ
ス
テ
ム
」
へ
現
在
取
り
組

ん
で
い
る
内
容
と
課
題
、
次
年
度
以

降
の
取
組
み
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

最
後
に
、
北
海
道
石
狩
振
興
局

小

山

正
夫

産
業
振
興
部
長
か
ら

北
海

道
内
に
お
け
る
林
業
の
動
向
と
「
低

コ
ス
ト
・
高
効
率
作
業
シ
ス
テ
ム
」

の
重
要
性
な
ど
に
つ
い
て
挨
拶
が
あ

り
、
参
加
者
は
晴
天
の
中
開
催
さ
れ

た
現
地
検
討
会
に
理
解
を
深
め
終
了

し
ま
し
た
。
（
佐
藤
業
務
第
二
課
長
）

４ｍの長材の積み込み
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平
成

年

月

日
（
土
）
定
山

２２

１０

１６

渓
国
有
林
の
無
意
根
山
登
山
道
途
中

に
あ
る
無
意
根
尻
小
屋
に
お
い
て
、

石
狩
森
林
管
理
署
長
と
北
海
道
大
学

山
と
ス
キ
ー
の
会
会
長
が
「
無
意
根

山
周
辺
国
有
林
に
お
け
る
管
理
歩
道

等
の
情
報
の
収
集
と
提
供
に
関
す
る

覚
書
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

近
年
の
登
山
ブ
ー
ム
に
よ
り
、
登

山
者
が
増
え
る
中
、
無
意
根
山
周
辺

に
も
多
く
の
登
山
者
が
訪
れ
る
よ
う

倉持寿夫会長（左） 瀬戸口 満署長(右）

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

無
意
根
山
周
辺
国
有
林
に
は
、
貴

重
な
植
物
が
多
く
存
在
す
る
こ
と
か

ら
、
国
有
林
と
し
て
も
「
無
意
根
山

周
辺
植
物
群
落
保
護
林
」
及
び
「
支

笏
・
無
意
根
緑
の
回
廊
」
と
し
て
設

定
し
、
そ
の
保
全
管
理
に
努
め
て
来

た
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
無
意
根
山
周
辺
国
有
林
は
、

平
成

年
度
か
ら
保
護
林
保
全
緊
急

１９

対
策
事
業
を
進
め
て
お
り
、
荒
廃
植

生
等
回
復
緊
急
措
置
（
管
理
歩
道
の

付
替
、
切
替
、
木
道
設
置
等
）
及
び

覚書を記念して（無意根尻小屋）

保
全
推
進
措
置
（
案
内
板
、
誘
導
標

識
、
入
林
規
制
板
の
設
置
）
を
実
施

し
て
き
て
お
り
、
貴
重
な
湿
地
が
あ

る
「
大
蛇
が
原
」
周
辺
を
含
め
保
全

す
る
た
め
の
措
置
を
行
っ
て
参
り
ま

し
た
。

今
回
、
無
意
根
山
周
辺
国
有
林
の

保
全
・
管
理
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図

る
観
点
か
ら
、
登
山
道
途
中
に
あ
る

「
無
意
根
尻
小
屋
」
の
維
持
管
理
に

詳
し
い
北
海
道
大
学
山
と
ス
キ
ー
の

会
の
協
力
を
得
つ
つ
、
管
理
歩
道
周

辺
等
の
情
報
の
収
集
と
提
供
を
継
続

的
に
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
無
意
根
山
周
辺
国
有
林

の
保
全
・
管
理
が
円
滑
か
つ
確
実
に

実
施
さ
れ
る
よ
う
覚
書
を
締
結
し
た

も
の
で
す
。

案内標識も新しく

当
日
は
、
新
し
い
登
山
道
が
開
通
し

た
こ
と
を
記
念
し
、
北
海
道
大
学
山

と
ス
キ
ー
の
会
の
「
小
屋
祭
」
に
合

わ
せ
て
無
意
根
山
（
標
高
１
４
６
４

ｍ
）
へ
の
記
念
登
山
を
実
施
、
そ
の

後
無
意
根
尻
小
屋
に
お
い
て
覚
書
の

締
結
式
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
に
お
い
て
も
、
情
報
の
共
有

を
行
い
な
が
ら
、
協
力
し
て
無
意
根

山
周
辺
国
有
林
の
保
全
・
管
理
を
充

実
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

（
大
江
流
域
管
理
調
整
官
） 木道設置箇所（大蛇が原）

「
無
意
根
山
周
辺
国
有
林
を

エ
リ
ア
と
し
て
」
覚
書
を
締
結
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積
丹
町
と
日
本
た

ば
こ
産
業(

Ｊ
Ｔ)

は

月

日
、
美
国
川

11

30

な
ど
の
３
河
川
流
域

の
約

に
及
ぶ
町

３５０
ha

有
林
を
対
象
と
し
た

「
Ｊ
Ｔ
の
森

積
丹
」

の
森
林
保
全
協
定
の

調
印
式
を
町
総
合
文

化
セ
ン
タ
ー
で
行
い

ま
し
た
。

こ
の
協
定
は
、
道
が

推
進
す
る
「
ほ
っ
か

い
ど
う
企
業
の
森
林

づ
く
り
」
制
度
を
活

用
し
た
森
林
保
全
活

動
で
、
Ｊ
Ｔ
と
し
て

は
全
国
で
９
番
目
（
こ

れ
で
最
後
）
に
当
た

る
Ｊ
Ｔ
の
森
と
な
り
、
道
内
の
企

業
の
森
と
し
て
も
最
大
規
模
と
な

り
ま
す
（
こ
れ
ま
で

が
最
大
）
。

５０
ha

今
後

年
間
の
活
動
で
は
、
森

１０

の
豊
か
さ
を
取
り
戻
し
、
川
と
海

を
含
む
流
域
の
生
物
に
も
恵
み
を

も
た
ら
す
「
海
を
育
む
水
源
の
森

づ
く
り
」
を
目
指
し
、
植
栽
か
ら

年
ほ
ど
経
過
し
て
整
備
が
遅
れ

50て
い
る
カ
ラ
マ
ツ
林
に
は
、
除
間

伐
や
広
葉
樹
の
植
栽
を
行
い
混
交

林
化
を
進
め
、
協
定
箇
所
の
過
半

「ＪＴの森
積丹～海を育む水源の森に～」

の協定書調印式を開催

を
占
め
る
ミ
ズ
ナ
ラ
や
ハ
リ
ギ
リ

な
ど
の
広
葉
樹
の
二
次
林
に
つ
い

て
は
、
よ
り
豊
か
な
森
と
な
る
よ

う
生
物
の
多
様
性
等
を
考
慮
し
た

保
育
を
行
う
計
画
と
な
っ
て
い
ま

す
。総
事
業
費
約
１
億
円
の
う
ち
、

町
負
担
分
約

百
万
円
を
Ｊ
Ｔ
が

５９

拠
出
し
ま
す
。

調
印
式
に
は
後
志
総
合
振
興
局

長
が
立
会
し
た
他
、
多
数
の
関
係

行
政
機
関
や
町
内
関
係
者
な
ど
が

出
席
し
、
石
狩
森
林
管
理
署
か
ら

は
署
長
、
総
務
課
長
、
積
丹
森
林

官
が
出
席
し
ま
し
た
。

積
丹
町
と
石
狩
森
林
管
理
署
は

平
成

年
度
に
、
道
内
で
は
初
め

20

て
と
な
る
町
有
林
・
国
有
林
合
わ

せ
て
約
１
千

の
「
積
丹
地
域
森

ha

林
整
備
推
進
協
定
（
共
同
施
業
団

地
）
」
を
設
定
し
て
、
路
網
の
整

備
や
間
伐
の
推
進
等
を
連
携
・
協

働
し
て
進
め
て
い
ま
す
。

今
後
、
「
Ｊ
Ｔ
の
森

積
丹
」

の
活
動
に
も
連
携
し
、
海
を
育
む

水
源
の
森
づ
く
り
に
繋
が
る
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

（
河
崎
総
務
課
長
）

札
幌
市
か
ら
、
札
幌
市
近
郊
で
発

生
す
る
間
伐
材
等
の
利
用
を
進
め
る

こ
と
に
よ
り
、
産
業
の
活
性
化
や
雇

用
創
出
に
繋
が
る
と
し
て
、
札
幌
都

心
部
の
地
域
暖
房
（
木
質
バ
イ
オ
燃

料
）
の
熱
源
と
し
て
間
伐
材
等
を
利

用
し
て
い
く
目
的
で
石
狩
森
林
管
理

署
へ
林
地
残
材
（
末
木
枝
条
）
の
売

り
払
い
等
に
つ
い
て
の
協
力
依
頼
が

あ
り
ま
し
た
。

札
幌
市
近
郊
に
お
け
る
国
有
林
内

の
間
伐
材
を
地
域
熱
供
給
事
業
の
燃

料
と
し
て
活
用
す
る
た
め
の
実
証
試

林
地
残
材
（
末
木
枝
条
）

の
販
売
に
つ
い
て現場視察の状況

験
を
行
う
た
め
、
平
成

年
度
に
は

２１

生
産
跡
地
で
約

の
林
地
残
材
を

２０
m3

販
売
し
ま
し
た
。

平
成

年
度
に
お
い
て
も
規
模
を

２２

拡
大
し
、
引
き
続
き
コ
ス
ト
的
な
検

証
を
含
め
て
地
域
熱
供
給
事
業
で
の

熱
量
等
の
実
証
実
験
を
行
い
た
い
と

札
幌
市
よ
り
要
望
が
あ
り
、
札
幌
市

長
よ
り
委
託
さ
れ
た
「
㈱
建
設
技
術

研
究
所
北
海
道
支
社
」
と
共
に
現
地

確
認
を
行
い
、
白
井
川
地
区
の

ろ
2449

１
林
小
班
（
ト
ド
マ
ツ

植
）
・

S41

2450

は
林
小
班
（
ト
ド
マ
ツ

植
）
で
昨

S40

年
実
施
し
た
生
産
跡
地
（
初
回
間
伐

：
列
状
）
に
お
い
て
土
場
及
び
林
内

の
残
材
と
枝
条
を
約

販
売
し
ま

８０
m3

し
た
。

集積後の残材の積込み状況
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今
回
の
実
証
結
果
に
つ
い
て
は
来

年
の
３
月
ま
で
に
札
幌
市
よ
り
報
告

さ
れ
る
予
定
で
す
が
、
来
年
度
以
降

の
販
売
方
法
や
数
量
確
保
な
ど
の
問

題
を
解
決
す
る
た
め
、
今
後
検
討
が

必
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

（
陣
内
業
務
第
一
課
長
）

木質バイオ
燃料輸送中！！

石
狩
森
林
管
理
署
で
は
職
員
の
意

識
の
高
揚
を
図
る
た
め
職
場
内
研
修

と
し
て
、

月
３
日
に
「
森
林
施
業

１２

研
修
（
生
物
多
様
性
）
」
、

月

日

１２

１４

に
「
収
穫
研
修
」
を
そ
れ
ぞ
れ
実
施

し
ま
し
た
。

１
．
森
林
施
業
研
修

（
生
物
多
様
性
）
に
つ
い
て

当
日
は
石
狩
地
域
森
林
環
境
保
全

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
職
員
を
講
師
と

し
て
、
野
幌
森
林
事
務
所
部
内
に
お

い
て

名
の
職
員
が
参
加
し
行
わ
れ

３０

ま
し
た
。

内
容
は
、
生
物
多
様
性
と
は
「
あ

ら
ゆ
る
生
物
（
種
）
の
多
さ
」
、
「
生

態
系
の
豊
か
さ
」
、「
遺
伝
子
の
多
様

さ
」
の
集
合
名
称
で
あ
る
こ
と
や
一

年
間
に
絶
滅
す
る
種
の
数
な
ど
の
説

明
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
実
際

に
行
っ
た
野
幌
森
林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
し
て
、
平
成

年
度
の
台
風

１６

被
害
の
状
況
か
ら
検
討
会
を
設
置
し
、

「
百
年
前
の
原
始
林
」
に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
任

意
団
体
、
民
間
企
業
等
の
協
力
を
得

な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
に
植
栽
、
下
刈

り
、
生
育
調
査
な
ど
を
行
っ
て
き
た

こ
と
な
ど
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

ま
た
、
外
来
種
で
あ
る
ニ
セ
ア
カ

シ
ア
が
野
幌
自
然
休
養
林
内
に
多
く

生
育
し
、
在
来
種
な
ど
の
成
長
に
悪

影
響
が
あ
る
と
し
、
試
験
的
に
伐
採

し
た
と
の
話
も
併
せ
て
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
事
業
を
進
め
て
い
く
上
で
、

ﾊﾟﾜｰﾎﾟｲﾝﾄによる座学風景

動
植
物
等
に
配
慮
し
た
施
業
を
行
っ

て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
を
再
認
識

し
た
研
修
で
し
た
。

２
．
収
穫
研
修
に
つ
い
て

当
日
は
野
幌
森
林
事
務
所
部
内
に

お
い
て

名
の
職
員
が
参
加
し
座
学

３２

と
現
地
実
習
を
行
い
ま
し
た
。

内
容
は
、
機
能
類
型
及
び
施
業
群

に
あ
っ
た
樹
種
別
の
伐
採
齢
級
や
間

伐
時
に
お
け
る
広
葉
樹
の
取
扱
い
に

つ
い
て
説
明
後
、
現
地
に
お
い
て
５

箇
所
選
定
し
た
（
ア
カ
エ
ゾ

植
・

S50

ス
ト
ロ
ー
ブ

植
・
ト
ド
マ
ツ

植

M42

S45

・
ス
ト
ロ
ー
ブ

植
・
ア
カ
エ
ゾ

S37

S42

植
）
人
工
林
を
周
り
、
ど
の
よ
う
な ﾄﾄﾞﾏﾂS45植箇所での実習風景

職
場
内
研
修
の
実
施
に
つ
い
て

「
森
林
施
業
研
修
（
生
物
多
様
性
）
」
と

「
収
穫
研
修
」
を
実
施
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施
業
（
踏
査
復
命
書
の
作
成
等
）
を

行
う
か
職
員
の
意
見
を
聞
い
た
り
、

簡
易
ビ
ッ
タ
ー
リ
ッ
ヒ
に
よ
る
蓄
積

計
算
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
、
各
現
場
で
は
ス
ノ
ー
モ
ー

ビ
ル
を
使
用
し
た
冬
期
事
業
が
最
盛

期
を
迎
え
る
た
め
、
地
林
況
調
査
及

び
次
期
伐
採
計
画
を
検
討
す
る
う
え

で
大
変
勉
強
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
ま

す
。ま
た
、
後
任
に
も
引
き
継
げ
る
資

料
作
り
が
必
要
で
あ
る
こ
と
も
再
認

識
し
、
研
修
を
活
か
し
た
施
業
を
行

っ
て
頂
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

（
陣
内
業
務
第
一
課
長
）

現場ヒアリングを開催

平
成

年
度
の
事
業
等
に
係
る

23

現
場
職
員
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
、
１２

月
９
日
に
署
会
議
室
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

開
催
さ
れ
た
現
場
職
員
ヒ
ア
リ

ン
グ
は
、
平
成

年
度
に
「
国
民

21

視
点
に
立
っ
た
業
務
の
再
点
検
」

に
お
い
て
、
リ
ス
ク
の
顕
在
化
の

防
止
の
た
め
、
署
関
係
部
署
と
現

場
事
務
所
と
の
最
新
情
報
の
共
有

化
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
始

め
ら
れ
た
も
の
で
、
昨
年
度
か
ら

こ
の
時
期
に
各
事
業
担
当
者
と
意

見
交
換
が
な
さ
れ
る
場
と
し
て
開

催
さ
れ
、
各
森
林
官
等
か
ら
好
評 ヒアリング中

を
得
て
い
る
も
の
で
す
。

今
回
も
各
事
業
担
当
者
と
の
活

発
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
、
今
後

の
リ
ス
ク
顕
在
化
防
止
に
役
立
て

ら
れ
る
と
と
も
に
、
平
成

年
度

23

の
事
業
実
行
に
向
け
て
意
見
が
活

か
さ
れ
る
よ
う
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

（
河
崎
総
務
課
長
）

年
末
も
迫
っ
て
き
た

月

日
、
現
場
職
員

１２

２２

を
始
め
と
す
る
職
員
３８

名
が
参
加
し
て
今
年
度

第
３
回
目
の
安
全
会
議

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
時
節
柄
、
「
冬
道

の
交
通
安
全
」
に
つ
い

て
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
ミ

ュ
レ
ー
タ
ー(

北
海
道
公

安
委
員
会
巡
回
講
習)

で

危
険
運
転
疑
似
体
験
を

行
う
と
と
も
に
、
冬
道

等
の
安
全
運
転
に
係
る

ビ
デ
オ
を
視
聴
し
ま
し

た
。
特
に
ゲ
ー
ム
感
覚
で
危

険
予
知
が
体
験
で
き
る
ド
ラ
イ
ビ

ン
グ
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
は
好
評
を

得
て
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
こ
れ
か
ら
本
格
化

す
る
冬
道
の
特
性
及
び
危
険
性
を

平成 22年度第 3回目
の安全会議を開催

再
認
識
し
、
冬
型
事
故
を
含
め
た

交
通
災
害
の
絶
滅
を
誓
い
ま
し
た
。

（
河
崎
総
務
課
長
）

シュミレーターによる疑似体験

月
の
雪
害

１０

に
つ
い
て
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月

日
に
札
幌
で
初
雪
が
降
り

１０

２６

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
平
年
よ
り
１
日
早
く
、

昨
年
よ
り
６
日
早
い
降
雪
だ
と
い
う

こ
と
で
し
た
。

さ
ら
に
、
翌
日
の

日
の
夕
方
か

２７

ら

日
の
朝
方
ま
で
湿
っ
た
重
い
雪

２８
が
降
り
、
こ
れ
に
よ
る
倒
木
及
び
落

枝
の
苦
情
が

件
近
く
寄
せ
ら
れ
ま

２０

し
た
。
ま
た
、
被
害
箇
所
は
札
幌
市
内
の

藻
岩
山
や
定
山
渓
、
そ
し
て
支
笏
湖

周
辺
ま
で
お
よ
び
、
そ
の
処
理
に
つ

い
て
は
出
来
る
限
り
迅
速
に
対
応
し

ま
し
た
。

今
回
の
被
害
は
夏
の
猛
暑
、
そ
し家屋方向に倒れ掛かる樹木

て
残
暑
も

月
ま
で
続
き
、
そ
の
た

１０

め
広
葉
樹
の
落
葉
も
例
年
に
な
く
遅

く
、
そ
こ
に
重
た
い
雪
が
降
っ
た
こ

と
か
ら
、
立
木
に
相
当
の
負
荷
が
掛

か
り
被
害
が
大
き
く
な
っ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

雪
と
の
戦
い
は
北
海
道
の
宿
命
で

す
が
、
今
回
の
被
害
は
気
象
の
異
常

も
あ
る
の
で
は
と
思
わ
れ
る
事
態
で

し
た
。

（
中
山
技
術
専
門
官
）

農
林
水
産
省
改
革
の
一
環
と
し
て
、

職
員
に
対
し
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
考
え
方
を
浸
透
さ
せ
る
こ
と
を
目

的
に
、

月

日
「
農
林
水
産
省
リ

12

21

ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
伝
達
研
修
」
が

署
会
議
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

農林水産省リスク
マネジメント伝達研修

内
容
は
、
現
在
は
国
民
の
信
頼
を

失
う
と
生
き
残
れ
な
い
世
の
中
に
な

っ
て
き
て
お
り
、
不
祥
事
の
発
生
は

組
織
に
深
刻
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る

恐
れ
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

目
的
を
も
っ
て
業
務
を
遂
行
し
て

い
る
限
り
、
目
的
達
成
を
阻
む
リ
ス

ク
は
必
ず
あ
る
は
ず
で
、
リ
ス
ク
を

ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し

か
し
「
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
を

常
に
心
が
け
る
こ
と
に
よ
り
、
個
人

と
し
て
も
、
組
織
と
し
て
も
、
リ
ス

ク
に
対
す
る
耐
性
が
高
ま
り
、
「
適

切
な
業
務
運
営
」
を
推
進
し
や
す
く

な
っ
て
く
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。

と
い
う
も
の
で
し
た
。

伝達研修風景

業
務
の
適
正
を
確
保
す
る
た
め
の

体
制
を
構
築
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る

「
内
部
統
制
」
の
手
法(

リ
ス
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
含
む)

を
署
の
業
務
遂
行
に

取
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
と

い
う
視
点
で
作
成
さ
れ
た
資
料
は
、

国
有
林
野
事
業
に
置
き
換
え
て
説
明

さ
れ
て
お
り
、
資
料
か
ら
、
リ
ス
ク

を
見
逃
す
既
存
の
概
念
を
何
点
か
紹

介
し
ま
す
。

・
観
念
論(

あ
る
べ
き
・
あ
る
は
ず
、

蓋
然
性
が
な
い)

・
経
験
論(

起
き
た
こ
と
が
な
い)

・
対
策
現
実
論(

そ
こ
ま
で
考
え
れ
ば

何
も
で
き
な
い)

・
現
状
安
寧
論(

指
摘
す
る
と
作
業
が

増
え
る)

・
立
場
論(

自
分
の
役
目
で
は
な
い)

・
常
識
の
差
異(

そ
ん
な
こ
と
問
題
に

す
る
人
は
い
な
い)

・
技
術
革
新(

そ
ん
な
こ
と
分
か
る
は

ず
が
な
い)

etc

こ
う
し
た
既
存
の
概
念
に
惑
わ
さ
れ

る
こ
と
な
く
、
リ
ス
ク
に
向
き
合
っ

て
い
く
こ
と
が
大
切
と
の
こ
と
で
し

た
。

（
鎌
田
次
長
）
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編

集

後

記

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は

月
に
実
施
さ
れ
た
事
業
仕
分
け
で
、
国
有

10

林
野
事
業
特
別
会
計
を
一
部
廃
止
し
て
一
般
会
計
に
統

合
、
負
債
返
済
部
分
は
区
分
経
理
を
維
持
す
る
と
い
う

内
容
に
な
り
ま
し
た
。

森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン
の
最
終
取
り
ま
と
め
も
昨

年

月
に
行
わ
れ
、
国
土
の
保
全
、
水
源
の
か
ん
養
、

11
地
球
温
暖
化
の
防
止
、
生
物
多
様
性
の
保
全
と
い
っ
た

森
林
の
持
つ
公
益
的
機
能
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
る
よ
う
、

適
切
な
森
林
整
備
に
引
き
続
き
取
組
ん
で
い
く
こ
と
に

変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
年
は
国
連
に
よ
る
「
国
際
森
林
年
」
で
あ
り
、
森

林
・
林
業
に
携
わ
る
者
と
し
て
絶
好
の
追
い
風
と
し
た

い
も
の
で
す
。

広
報
「
い
し
か
り
」
の
ス
タ
ッ
フ
一
同
、
今
年
も
内

容
を
充
実
さ
せ
た
情
報
の
発
信
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
（
次
長
）

（
表
題
写
真
提
供

鴨
志
田
森
林
技
術
専
門
官
）

石
狩
森
林
管
理
署
広
報
委
員
会

委
員
長

次
長

委

員

総
務
課
長

流
域
管
理
調
整
官

総
務
係
長

事
務
局

森
林
ふ
れ
あ
い
係

住

所

〒

‐
064

0809
札
幌
市
中
央
区

南

条
西

丁
目

‐

9

23
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